




 

重症な神経学的後遺症をもった患児はなかなかNICUから退院できず,NICUのベッドが動か

なくなることがあります。そういう重症心身障害児の子供を家庭へ帰す場合,どのような問

題があるのか,どのように援助できるのかということを考えてみたい。 

 初年度として,症例の分娩時から現在までの history を分析して問題点を明らかにし,次

年度からの研究を展開する。 

 我々の病院から退院した後は当院,諌早整肢療育園,重心施設,がその状況に応じて援助

している。他の地域に帰る場合には二次病院または三次病院に紹介している。 


